
ご挨拶

盛夏の候、皆様にはご健勝のこととお慶び申し上げます。前回の支部会研究会には多くの方が参加されました。先生方の有意義な研究発表や講演において活発な意見交換も行われ、盛況な支部会となりました。次回の支部研究会は下記の日程と場所で行います。
今回は、特に公開講演としまして国際ビジネスコミュニケーション研究分野において第一線でご活躍されている方々をお招きします。今後の研究や教育への示唆について共に考え、交流を深める機会を是非持てればと思います。
お忙しいとは存じますが、皆様のご参加を心よりお待ちいたしております。

次回日程：2014年9月27日（土）　
会場：法政大学市ヶ谷キャンパス　
外濠校舎4階S405教室（4頁参照）前回と会場が異なります。
支部研究会　午後１時開始　午後5時　終了予定　
終了後　支部総会
懇親会　ボアソナードタワー26F　スカイラウンジ
　　　　外濠にそびえたつタワーからの都内の絶景をご堪能下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2013年度　第2回関東支部研究会（93回）　報告：研究テーマと発表内容　　　　　　　　　　
2013年度 第3回 関東支部研究会は１月11日（土）午後2時から5時まで、明治大学駿河台キャンパス・リバティータワー14階1145教室にて開かれました。研究テーマと発表内容は次のとおりです。　
1. 佐野 義浩  ㈱　東芝コミュニティ・ソリューション社 
題 目： 海外企業との協業の場において生じたコミュニケーションの齟齬がビジネスを破

　　　　たんさせた事例について

要 旨：日本は戦後米国から航空機の開発を禁止されたため、防衛省が保有する航空機と、それに搭載する装備品は大半が海外製である。日本の防衛企業は商社を通じて海外メーカが開発した装備品を輸入してきた。その日本の企業が主契約者となり複数の商社を通じて複数の海外メーカを従え、新しい装備品を開発しようとした。しかしチーミングは複雑になり関係者間のコミュニケーションは次第に齟齬をきたし終には破綻した。その原因を考察した。
　今回の報告は、機密性の高い産業において、複数のステークホルダーが複雑に絡み合い、共同で事業を行う際のコミュニケーションの困難さを提示した詳細な事例検証であった。異なる国や言語間における契約や訴訟の問題、企業組織の問題への対処方法など、当事者の観点から考察した貴重な報告であった。異文化を超えたチーミングにおける今後のビジネスコミュニケーション研究への豊富な示唆があった。
2．大島　英雄　兼任講師：法政大学・国士舘大学

題 目：貿易実務、貿易英語、通関基礎等を教えて
要 旨：発表者の貿易実務、貿易英語、通関基礎を教えた豊富な経験に基づく指導法や教材参考資料に関する様々な示唆が行われた。主な内容は以下のとおりである。
１）2011年4月～2012年2月：失業者（貿易業務希望で初心者）対象に労働省委託訓練として専門学校貿易ビジネス科講師（3ヶ月コースにて3回）「貿易実務」、「貿易英語」、「通関基礎」を教えた。ほとんど貿易業務の経験がない受講者が多い状況下で専門学校での指定されたテキスト、問題集、サブテキストを使用し、如何に分かり易く、また理解できるかに心掛けた。その結果、3ヶ月間で主に「貿易実務・貿易英語試験C級ベル、B級レベル試験」での多くの合格者を輩出することができた。更なる上級の級に合格、または最終目的の「就職」できるようなレベルに到達できるような授業を行った。

２）2012年9月～12月：大手商社の子会社での社員貿易研修（3ヶ月で12回、一回あたり2時間、社員20名）で講師として、「貿易実務」、「貿易英語」、「通関基礎」を教えた。

研修では既に日常の貿易業務を行っている社員が対象であり、「貿易実務・貿易英語の試験」の受験合格が最終目的でないため、日常の貿易業務の中で貿易取引の各段階での貿易実務の知識の習得、貿易書類の説明・作成、貿易英語では各場面におけるModel E-mail（訳文付き）、Useful Expression、Vocabularyを教えることに心掛けた。日常の貿易業務でその模範例文を一部使用することにより、顧客との連絡する英語のレベルまで達することができた。　

次回支部会について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2014年9月27日（土）は支部会の公開講演の発表テーマ及び概要は次のとおりです。
会場：法政大学市ヶ谷キャンパス外濠校舎4階S405 教室 午後１時開始
研究会終了後、支部総会に続き、恒例の懇親会（午後５時30分）がありますので是非ご参加ください。
1.  宮崎千秋 氏 　日本関税協会調査・研究グループ担当部長、東海大学講師
　　題 目：「WTO 関税評価協定の解釈と運用に関する一考察」
要 旨：関税評価とは、輸入貨物に課される関税の課税標準たる課税価格を決定することをいう。近年、貿易の伸展、企業のグローバル化に伴いその取引は複雑化してきており、関税評価を巡る議論も散見される。こうした議論や運用の不統一は、貿易円滑化の阻害要因ともなりかねず、我が国では2013年度、関係法令を改正した。今回は、改正の背景と今後の課題等について同協定の趣旨に照らし考察する。
2. Mr.Bjorn Jensen

  Senior Vice President Strategy & Insights, Coca-Cola Japan Co., Ltd
“How Coca-Cola Became the First US Company to Re-Enter Myanmar”
Abstract:　For the first time in more than 60 years, The Coca-Cola Company has made a delivery of Coca-Cola to local customers in Yangon, Myanmar. This milestone marks the next step in the Company's long-term commitment to generating lasting positive impact by bringing its global brands to Myanmar as the country opens up to the world.　Mr. Jensen has been taking important roles in many emerging markets including Laos and Myanmar. He talks about how to develop and implement relevant strategies against all odds and risks.  

3. 杉田 敏 氏 
　NHKラジオ「実践ビジネス英語」講師 （株）プラップジャパン代表取締役社長
　題 目：「グローバル時代に必要とされるビジネス英語とは：『実践ビジネス英語』
　　　　　ビニェット作成の現場から」
要 旨：　1987年からNHKラジオ第二放送で始まった『やさしいビジネス英語』は、先駆的な内容と実用性、わかりやすさで英語ビジネスコミュニケーションの画期的な番組として多くの学習者の支持を得てきた。現在は『実践ビジネス英語』という番組となり、毎回多くの示唆を含む興味深いビニュエットを放送している。今回の講演では、グローバル化が一層進む中で、どのような観点からビジネス英語を捉えていけばよいのか考察を行う。　
杉田敏氏　略歴：「朝日イブニングニュース」記者。オハイオ州立大学ジャーナリズム修士号取得。「シンシナチ・ポスト」経済記者。PR会社バーソン・マーステラのニューヨーク本社勤務。日本ゼネラルエレクトリック（GE）に取締役副社長（人事・広報担当）バーソン・マーステラ（ジャパン）社長、電通バーソン・マーステラ取締役執行副社長歴任
■　懇親会　午後5時30分～　　
　　法政大学市ヶ谷キャンパス　ボアソナード・タワー　26階　スカイラウンジ
法政大学市ヶ谷キャンパス外濠校舎へのアクセスガイド
【JR線】 総武線：市ヶ谷駅または飯田橋駅下車徒歩10分 
【地下鉄線】 都営新宿線：市ヶ谷駅下車徒歩10分 
【地下鉄線】 東京メトロ有楽町線：市ヶ谷駅または飯田橋駅下車徒歩10分 
【地下鉄線】 東京メトロ東西線：飯田橋駅下車徒歩10分
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編集・発行： 〒194-0298　東京都町田市相原町4342　
               法政大学経済学部　中谷研究室内

　　　　　　　 国際ビジネスコミュニケーション学会関東支部長　中谷安男
               Tel. 042-783-2527　
　　　　　　　 E-mail: nakatani@hosei.ac.jp / ynakatanister@gmail.com
国際ビジネスコミュニケーション学会関東支部会報
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